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画期的な共同研究！
今後の議論に不可欠の書！
70 年代から２010 年代まで、日本のキリスト教界で
フェミニスト運動がどのように展開されてきたかを、
詳細な年表と解説、コラム記事で展望する。
また同時代を生きた 4 人の女性の証言、インタビ
ューを付す。
さらにメディア表象から異性愛規範への抵抗まで、
６つのトピックスを論者が考察。
今後このテーマを論ずる際に不可欠の文献となる
だろう。
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